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記念誌発行にあたって

　玉城町社会福祉協議会は、今日まで多くの町民の皆様をはじめ、福祉団体や
関係機関に支えられ、昭和 59 年 12 月法人認可設立以来 30 周年を迎えること
ができました。この間、地域福祉の中核団体として発展してこられたのも、賛
同いただきます会員の皆様、各種団体、企業等々の深い御理解と御支援、御協
力の賜物と深く感謝申し上げます。
　本年は、玉城町制施行 60 周年、戦後 70 年の節目の年にあたり感慨深いも
のがあります。本会は、法人化前よりヘルパー事業など在宅介護サービスにい
ち早く取り組んできたのをはじめ、介護保険制度の大転換期以降も障害者福祉、
地域福祉との連携により福祉の担い手として今日の姿があります。それだけに
担うべき責任は大きく、期待も益々高まっています。
　昨今、少子高齢社会の到来、核家族化、生活困窮者支援の拡大や地域のつな
がりの希薄化など、地域福祉を取り巻く情勢はきわめて深刻化しているなかで、
国は「社会保障制度改革国民会議」が報告書をまとめ、「自助」を基本に、自
助の共同化としての「共助」が自助を支えるとした社会保障制度の基本的な考
え方を示しました。
　本会は、これらの諸問題に対し住民視点で課題解決しようと平成 20 年に「元
気ですたまき委員会」を設け、地域のコミュニケーションのアップ、福祉共育
を掲げる「地域ふくし力向上計画」を継続的に進めるとともに、助け合い、支
えあいなどの共助の層を厚くする取り組みを積極的に広げております。
　今後も、職員一同研さんを積み、信頼される町の社協を目指していく所存で
す。皆様方の一層の御支援と御協力を心からお願い申し上げます。
　結びに、半世紀 50 年にわたる本会の活動を振り返り、御尽力いただいた各
位に心から敬意を表しますと共に、法人設立 30 周年記念誌をここに刊行し、
先人の偉業を偲びつつその活動を記録にとどめ、「ふだんの　くらしの　しあ
わせ」が実現できるようお誓い申し上げます。

玉城町社会福祉協議会
会長　辻　村　修　一

玉城町社会福祉協議会
法人化 30 周年に寄せて
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歴代 会長・副会長・監事・第三者委員

会
　
　
長

氏　　名 就　任　期　間 選 出 分 野
北 林 信 弘 昭 和 59 年 9 月 ～ 平 成　6 年 4 月 町長
中 瀬 信 一 平 成　6 年 4 月 ～ 平 成　7 年 4 月 町長
中 村 勝 臣 平 成　7 年 4 月 ～ 平 成 13 年 4 月 学識経験者
中 瀬 信 一 平 成 13 年 5 月 ～ 平 成 18 年 4 月 町長
辻 村 修 一 平 成 18 年 5 月 ～ 現 在 町長

副
会
長

松 田 守 昭 和 59 年 9 月 ～ 町議会議長
（ 歴 代 議 長 が 就 任 ）

尾 崎 幸 滋 平 成　7 年　5 月 ～ 平 成　7 年　6 月 町議会議長
田 中 道 雄 平 成　7 年　6 月 ～ 平 成 10 年 11 月 民生・児童委員総務
藤 川 浩 平 成 10 年 12 月 ～ 平 成 16 年　4 月 民生・児童委員（総務）会長
岩 﨑 廣 美 平 成 16 年　5 月 ～ 平 成 19 年 11 月 民生・児童委員会長
松 田 敏 己 平 成 19 年 12 月 ～ 現 在 民生・児童委員会長

監
　
　
事

森 本　 美 三 男 昭 和 59 年　9 月 ～ 平 成　2 年　6 月 町収入役
太 田 馨 昭 和 59 年　9 月 ～ 平 成　2 年　7 月 町監査委員
内 堀 周 一 平 成　2 年　7 月 ～ 平 成　6 年　7 月 町収入役
木 下 耕 作 平 成　2 年　8 月 ～ 平 成　6 年　7 月 町監査委員
薮　　 善 弘 平 成　6 年　8 月 ～ 平 成 13 年　4 月 町収入役
松 田 隆 生 平 成　6 年　8 月 ～ 平 成 22 年　4 月 町監査委員
西 岡 昂 平 成 13 年　4 月 ～ 平 成 18 年　4 月 町収入役
中 西 克 己 平 成 19 年　5 月 ～ 現 在 学識経験者
中 西 正 光 平 成 22 年　4 月 ～ 現 在 町監査委員（26年3月まで）・学識経験者

第
三
者
委
員

岩 﨑 廣 美 平 成 14 年 12 月 ～ 平 成 18 年 12 月 民生委員
北 村 禮 子 平 成 14 年 12 月 ～ 平 成 24 年 12 月 民生委員（22年12月まで）・学識経験者
松 田 敏 己 平 成 18 年 12 月 ～ 平 成 20 年　7 月 民生委員
谷 口 壽 男 平 成 20 年　7 月 ～ 平 成 22 年 12 月 民生委員
中 西　 美 千 代 平 成 22 年 12 月 ～ 平 成 26 年 12 月 民生委員（25年12月まで）・学識経験者
吉 川 雅 子 平 成 24 年 12 月 ～ 平 成 26 年 12 月 民生委員（25年12月まで）・学識経験者
尾 上 利 幸 平 成 26 年 12 月 ～ 現 在 民生委員
田 端 佳 子 平 成 26 年 12 月 ～ 現 在 民生委員

※平成 12 年から名称変更
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歴代 事務局長

理事名簿

事
務
局
長

乙 部 昭 二 昭 和 59 年　9 月 ～ 平 成　1 年　3 月 福祉経験者
木 場　 己 年 雄 平 成　1 年　4 月 ～ 平 成　1 年　6 月 学識経験者
西 山 常 夫 平 成　2 年　1 月 ～ 平 成　5 年　3 月 行政出向
中 川 雄 二 平 成　5 年　4 月 ～ 平 成　7 年　3 月 行政出向
中 村 勝 臣 平 成　7 年　4 月 ～ 平 成　9 年　3 月 学識経験者 （会長兼務）
中 郷 徹 平 成　9 年　4 月 ～ 平 成 11 年　3 月 行政出向
森 島 千 里 平 成 11 年　4 月 ～ 平 成 19 年　3 月 行政出向
山 中 徳 生 平 成 19 年　4 月 ～ 平 成 22 年　3 月 行政出向
西 野 公 啓 平 成 22 年　4 月 ～ 現 在 行政出向

理
　
　
事

杉 本　　 彊 平 成　7 年　5 月 ～ 現 在 身体障害者福祉会会長
辻 村 修 一 平 成 18 年　5 月 ～ 現 在 町長
松 田 敏 己 平 成 19 年 12 月 ～ 現 在 民生委員会長
高 山 納 子 平 成 24 年　4 月 ～ 現 在 母子寡婦福祉会長
松 原　 十 三 生 平 成 24 年 12 月 ～ 現 在 ボランティア団体
松 本 敬 子 平 成 24 年 12 月 ～ 現 在 学識経験者
西 山　 多 鶴 子 平 成 24 年 12 月 ～ 現 在 学識経験者
小河内恵美子 平 成 24 年 12 月 ～ 現 在 学識経験者
高 木 市 郎 平 成 25 年　5 月 ～ 現 在 遺族会会長
前 川 和 美 平 成 25 年 12 月 ～ 現 在 民生委員副会長
西 村　　 博 平 成 26 年　5 月 ～ 現 在 老人クラブ連合会会長
坂 谷 英 樹 平 成 26 年 12 月 ～ 現 在 社会福祉施設

任期：平成 26 年 12 月 25 日～平成 28 年 12 月 24 日　※平成 27 年 3 月 31 日現在
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設
立
　
　
　
年
の
歩
み

30
法人設立の動き　

（1）法人化を進める背景
　玉城町社会福祉協議会（以下「社協」）は、昭和 40 年 4 月 1 日
任意団体として発足し、福祉事業の進展のため寄与してきました。
　行政職員が社協業務（老人家庭奉仕員派遣、世帯更生資金貸付、
共同募金　など）を行っていましたが、行政の補助的色彩が強く、
必ずしも地域ニーズに応じた住民全体への活動が十分であるとは言
えませんでした。
　従来の社協では、適正円滑な活動や健全な運営が期待できないこ
とから、幅広いきめ細かな福祉活動を行うために、本社協が自らの
力によって、体制の整備と組織の強化を図り、事業の充実強化と住
民福祉の向上をめざし、社会福祉法人を設立するに至りました。
　昭和 41 年、厚生省通知に基づく「福祉活動専門員設置費」が開
始され、昭和 58 年、市町村社協法制化を契機に、三重県社協の市
町村社協法人化に向けた支援取り組みが進む中、昭和 59 年 11 月
15 日、国庫補助対象の「福祉活動専門員」を設置し、事務職員を配置、
事務局体制が整ったことから県内で 42 番目となる法人格を取得し
ました。

（2）設立認可申請
　　昭和 59 年 9 月 3 日付にて、申請
　　昭和 59 年 11 月 15 日付にて、増岡博之 厚生大臣より認可

（3）設立代表者　　　
　　玉城町蚊野 1885 番地　　北林信弘

（4）役員　　理事 11 名、監事 2 名
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昭和 59 年度 1984
事業の取り組み

昭和 59 年
11 月

12 月

• 市 町 村 社 協 の 法 制 化 に 伴 い、 法 人 化
（11/15 認可）
•環境改善センター（現中央公民館）にお
いて、職員 4 人で発足
老人家庭奉仕員派遣事業、心配ごと相談、
世帯更生資金・町世帯更生資金貸付、高齢
者及び障害者住宅整備資金貸付、各福祉団
体事務（7 団体）、各種の募金活動（共同募金・
日赤・社会を明るくする運動）、老人ホーム・
障害者施設の歳末慰問事業　等を行う

•法人登記（12/24）

社会・福祉の動き

•身体障害者福祉法改正
•日本、世界一の長寿国に
•衛星放送スタート

くれない族
財テク

エリマキトカゲブーム

流行語・流行したもの
県認可通知（設立認可申請）
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昭和 60 年度 1985
事業の取り組み

昭和 60 年
4 月 •老人家庭奉仕員派遣事業受託運営

社会・福祉の動き

•主任家庭奉仕員設置事業の創設
•年金制度改正（8 月）
•福祉のまちづくり事業（ボラントピア事業）
が始まる
•日航ジャンボ機御巣鷹山墜落
•ＮＴＴと日本たばこ産業（JT）発足

新人類
イッキ！イッキ！

流行語・流行したもの

町との委託契約書
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1986

1987

社会・福祉の動き

•老人保健法改正
•チェルノブイリ事故
•男女雇用機会均等法施行
•三原山大噴火

グルメ
朝シャンブーム

流行語・流行したもの

事業の取り組み

昭和 62 年
12 月 •ことぶき人材センター発足

•小規模作業所「末芳園」への指導支援

社会・福祉の動き

•社会福祉士及び介護福祉士法（4 月）制定
•身体障害者雇用促進法を「障害者の雇用の
促進等に関する法律」に改正
•国鉄民営化、JR発足
•携帯電話開始　バブル経済始まる

マルサ
フリーター

流行語・流行したもの

昭和 61 年度

昭和 62 年度
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1988昭和 63 年度

社会・福祉の動き

•ソウル五輪　
•瀬戸大橋開通
•昭和天皇崩御（昭和 64 年 1 月 7 日）

ぬれ落ち葉

流行語・流行したもの

平成元年度 1989
事業の取り組み

平成元年
4 月

5 月

7 月

平成 2 年
1 月

•環境改善センターから役場内へ事務所移転

• 4 月就任の木場己年雄事務局長が逝去し局長
が不在、職員 3 人となる

•心身障害者生活交流会の活発化（度会郡平坦
部ブロック 玉城町・旧小俣町・度会町）
年数回の交流会と年1回の交流キャンプを実施

•西山常夫新事務局長が就任、役場から郷土資
料館内（田丸保育所横）へ事務所移転
•各種福祉団体の育成指導

社会・福祉の動き

•高齢者保健福祉推進十か年戦略（ゴールド
プラン）策定
•消費税 3％開始
•ベルリンの壁崩壊（11 月）

セクハラ
山が動いた

流行語・流行したもの

感謝状
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平成 2 年度 1990
事業の取り組み

平成 2 年
5 月

平成 3 年
2 月

•アルミ缶プルトップの回収始める
•三町合同（玉城町・度会町・旧小俣町）
福祉ボランティアスクール開講（全7回講座）

•ボランティアスクール卒業生による「虹
の会」結成

社会・福祉の動き

•「世帯更生資金貸付制度」から「生活福祉
資金貸付制度」へ名称変更
•社会福祉関係八法の改正
• 1989 年の合計特殊出生率が 1966 年の丙
午の数値 1.58 を下る 1.57 となり、少子化が
社会問題化されることになった。（1.57ショッ
ク）
•東西ドイツ統一（5 月）
•TV「ちびまる子ちゃん」視聴率 39.9％

ファジィ
バブル経済

流行語・流行したもの

～ ボランティアスクールで使用したテキスト ～
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平成 3 年度 1991
事業の取り組み

平成 3 年
6 月

12 月

平成 4 年
2 月

3 月

•外城田小学校児童会から、アルミプル
トップ約 14,000 個届く

•全国統一ユニセフ第 4 回「ハンド・イン・
ハンド募金」に参加

•玉城中学校生徒会から、アルミプルトッ
プ約 10 万個届く

•一人暮らし高齢者に、ちらし寿司を調理
し届ける

社会・福祉の動き

•「ねたきりゼロへの十か条」厚生省発表
•家庭奉仕員」が「ホームヘルパー」に改称
•ふれあいのまちづくり事業がはじまる
•育児休業法制定
•ソ連邦解体（8 月）
•湾岸戦争勃発　雲仙普賢岳噴火

クレジット破産

流行語・流行したもの

玉中生徒会の取り組み（新聞記事より）
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平成 4 年度 1992
事業の取り組み

平成 4 年
9 月

12 月

•給食サービス開始（年 4 回）
•福祉協力校県指定に田丸小学校（4 ～ 6
年度）
•老人クラブや個人ボランティアが空き缶
回収に協力
•アルミ缶プルトップ回収金により、車椅
子「はるかぜ 1 号」購入
•車椅子の貸出開始

•旧小俣町との合同ボランティアスクール
開講（全 7 回講座）

•歳末おせち配食開始　

社会・福祉の動き

•全社協「新社会福祉協議会基本要項」策定

バブル崩壊
粗大ゴミ

流行語・流行したもの

ボランティア

空き缶回収の新聞記事から

老人クラブ連合会
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平成 5 年度 1993
事業の取り組み

平成 5 年
8 月

9 月

•福祉協力校県指定に有田小学校（5 ～ 7
年度）
•手をつなぐ親の会が、授産所設立要望書
を議会に提出

•小学生一日福祉体験教室を開催する（白
ゆり園にて）　　

•在宅介護者リフレッシュ事業（南志社協
主催）が、久居で開催され介護者を引率し
参加

社会・福祉の動き

•障害者基本法（心身障害者対策基本法の改
正）制定
•アジア太平洋障害者の十年
•主任児童委員制度創設（1 月）

規制緩和
Ｊリーグ

流行語・流行したもの
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平成 6 年度 1994
事業の取り組み

平成 6 年
6 月

7 月

9 月

11 月

•旧田丸小学校跡地に、*小規模授産所「夢
工房たまき」を開所（6/23）
•職員数が 6 人となる
•ケアハイツ玉城を利用し、入浴介助と送
迎サービスを始める
　
•民協障がい者部会と身体障害者福祉会が
総会で交流を深める
•県主催リフレッシュ事業（介護者の集い）
が、鳥羽で開催され介護者を引率し参加

•下外城田婦人会が運動会会場にて、赤い
羽根募金活動に協力
•寄附金で、マイクロバスを購入

•*お楽しみ昼食会開始

・小規模授産所「夢工房たまき」
　一般企業などで働くことの困難な障害がある人の働く場、活動の場として開設。結び織、さをり織など手がける。
・お楽しみ昼食会
　独居高齢者の方を公民館に招き、ボランティアによる手作り弁当やゲームなどで交流を図る昼食会。

社会・福祉の動き

•エンゼルプラン策定
•新ゴールドプラン（5 か年）策定
•ハートビル法
•高年齢者雇用安定法改正、60 歳定年を義
務化
•高齢化率 14.5％を超え、高齢社会に突入
•阪神・淡路大震災（平成 7 年 1 月 17 日）
•まつり博三重

リストラ

流行語・流行したもの
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平成 7 年度 1995
事業の取り組み

平成 7 年
4 月

5 月

9 月

平成 8 年
1 月

2 月

•会長に中村勝臣氏が就任、民間会長とな
る（4/26）
•福祉協力校県指定に外城田小学校（7 ～
9 年度）
•福祉協力校町指定に田丸小学校

•伊勢農協から、車椅子の贈呈受ける
•民生・児童委員が沖縄県旧玉城村へ視察
研修（5/24 ～ 26）
•三重県赤十字社から分区長功労表彰を受賞

•度志（わたし）会発足（7 ～ 11 年）玉城・
旧南勢・旧阿児・旧志摩 4 町の民間人の社
協会長が組織する
•夢工房たまき　下田辺 937 番地へ移転、
竣工式

•朝日町・旧三雲町の福祉センターを町議
会議員が視察、会長同行する

• 4 校区で、民生委員と保健師による福祉
相談会を実施

社会・福祉の動き

•「障害者プラン～ﾉｰﾏﾗｲゼｰｼｮﾝ 7
か年戦略～」が策定
•公立学校第 2・第 4 土曜日休校開始（4 月）
•第 1 回今年の漢字「震」

マインドコントロール

流行語・流行したもの

夢工房たまきパンフレット
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平成 8 年度 1996
事業の取り組み

平成 8 年
10 月

11 月

12 月

平成 9 年
3 月

•福祉協力校県指定に下外城田小学校
（8 ～ 10 年度）
•福祉協力校町指定に有田小学校
•ボランティアスクール開講（5 回）
•「ふれあいネットワークプラン 21」の策定

•社協だより創刊
•社協会員制度の発足

•役員が滋賀県野洲町を視察し研修を行う

•ユニセフ街頭募金、度会町社協と合同で
ジャスコ玉城を中心に実施する

•ボランティアスクール卒業生による「た
んぽぽ」発足
•ボランティア連絡協議会（4 団体）発足

社会・福祉の動き

•らい予防法廃止
•アトランタオリンピック
•今年の漢字は「食」

Ｏ－１５７
自分で自分を褒めたい

流行語・流行したもの

下外城田小学校の活動が
「のびろ福祉の芽」に掲載

ボランティア連絡協議会
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社協だより
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平成 9 年度 1997
事業の取り組み

平成 9 年
4 月

5 月

6 月

平成 10 年
2 月

•給食サービス月 2 回に拡大する
•福祉協力校県指定に玉城中学校

（9 ～ 11 年度）

•保健福祉会館建設に伴い、会館内に事務
所を移転する

•新規事業の受託
デイサービス（老人・身体障害者）定員 15 人
*福祉バス（1 日 4 便）
•県教育委員会ｳｨｰｸｴﾝド事業（*はっ
ぴぃｻｰｸﾙ）指定（9 ～ 11 年度）

•デイサービス利用者に抹茶を楽しんで頂
くため、「和敬会」が誕生

社会・福祉の動き

•精神保健福祉士法制定
•介護保険法制定
•障害者雇用促進法改正　知的障害者の雇用
を一定規模以上の事業主に義務付ける
•消費税 5％
•今年の漢字「倒」
•長野オリンピック（2 月）

たまごっち
ポケモン
学級崩壊

流行語・流行したもの

保健福祉会館パンフレット

給食サービス表紙

・福祉バス
　高齢者や交通手段を持たない方たちが利用、町内各地と保健福祉会館、主要公共施設を結ぶマイクロバス。無料。
・はっぴぃサークル
　障がい児が、異年齢・学校区内外児童と土曜休日を利用した交流の場。高校生や地域の方たちがボランティアで参加支援する。
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社協だより
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平成 10 年度 1998
事業の取り組み

平成 10 年
8 月

9 月

•福祉協力校町指定に外城田小学校

•在宅介護教室の開催

•ボランティア講座「手話教室」開催

社会・福祉の動き

•ＮＰＯ法
•知的障害者福祉法（精神薄弱者福祉法から
名称変更）制定
•平均世帯人員 2.81 人
•和歌山毒入りカレー事件
•今年の漢字「毒」

貸し渋り
キレる

ひきこもり

流行語・流行したもの

手話教室のテキスト

優良社会福祉協議会表彰状
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社協だより
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平成 11 年度 1999
事業の取り組み

平成 11 年
4 月

8 月

•訪問・通所介護事業　土曜日開所
•福祉協力校町指定に下外城田小学校
•はっぴぃサークル町単独事業として継続
•市町村ボランティセンター活動事業受託

（11 ～ 13 年度）
•介護サービス広域化補助事業（玉城町・
旧二見町・旧小俣町・旧御薗村）を実施
•イベント機器貸出開始
•ボランティアセンター設置
•手話講座（初級・中級講座）開催

•中学生１日体験スクール（2 日間）開始

社会・福祉の動き

•成年後見制度制定
•新エンゼルプラン策定
• 65 歳以上人口 2 千万人超
•今年の漢字「末」

癒し
リベンジ

五体不満足

流行語・流行したもの

ボランティア玉城たんぽぽ通信 27 号

介護サービス広域事業協議書
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社協だより・ボランティアだより
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平成 12 年度 2000
事業の取り組み

平成 12 年
4 月

平成 13 年
3 月

•介護保険事業の実施
*訪問介護・*通所介護（日曜・祝日の拡大
営業）、*居宅介護支援、福祉用具貸与
•高齢者生活支援事業（自立者支援）の受託
外出支援、軽度生活援助（訪問）、生きが
い活動支援（通所）
•在宅介護支援センター事業受託
•福祉協力校町指定に玉城中学校
•ボランティアアドバイザー養成事業受託

（12 ～ 14 年度）
•地域福祉権利擁護事業開始

•第 1 回ボランティアまつりを開催

社会・福祉の動き

•社会福祉構造改革の実施　措置制度から契
約制度に、応能負担から応益負担に転換、多
様なサービス提供主体の参入を推進
•介護保険制度施行
•社会福祉法（社会福祉事業法から改正）制定
•ゴールドプラン 21（5 か年）策定
•児童虐待防止法制定
•有珠山噴火　三宅島火山噴火
•シドニー五輪
•今年の漢字「金」

ジコチュー
ＩＴ革命
ガングロ

流行語・流行したもの

ボランティアアドバイザー資料

・訪問介護　ホームヘルパーが居宅を訪問し、身体介護や生活援助を行う。
・通所介護　食事・入浴・排せつ等の日常生活上の支援や、機能訓練等を日帰りで行う。
・居宅介護支援　ケアマネージャーを配置し、要介護認定の申請代行やケアプランを作成する。
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社協だより・ボランティアだより
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平成 13 年度 2001
事業の取り組み

平成 13 年
10 月

11 月

12 月～

平成 14 年
3 月

•介護教室開催

•初級手話教室開催

•ボランティアアドバイザー養成講座（全
7 回）を開講

•災害講習会開催

社会・福祉の動き

•ＤＶ防止法制定
•大阪教育大学付属池田小学校児童殺傷事件　
触法精神傷害者の処遇が問題視される
•米国同時多発テロ事件（9 月 11 日）
•今年の漢字「戦」
•総人口 1 億 2647 万 8672 人（3 月）

明日があるさ

流行語・流行したもの

手話テキスト
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社協だより・ボランティアだより
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平成 14 年度 2002
事業の取り組み

平成 14 年
6 月

　

　　

12 月
平成 15 年

2 月

•防災ボランティア養成講座を 6 回開催
•*ふれあいのまちづくり事業指定受託

（14 ～ 18 年度）
推進員 16 人を委嘱する
•ふれあいの福祉センターを設置

（無料法律相談・福祉巡回相談・介護相談・
住環境相談　等）
•初代「玉城防災ボランティア」発足

•第三者委員制度導入　2 人委嘱

•第 1 回玉城町*社会福祉大会を開催(ボ
ﾗﾝﾃｨｱまつりを統合する)　
•市町村社協合併摺合せ勉強会（玉城町・明
和町・旧勢和村・旧多気町・度会町）始まる

社会・福祉の動き

•学校が完全週 5 日制になる
•身体障害者補助犬法制定
•ホームレス自立支援法制定
•障害者基本計画（15 ～ 24 年度）、重点施
策実施 5 か年計画（新障害者プラン）が策定
される
•今年の漢字「帰」

偽装
内部告発

拉致

流行語・流行したもの

ふれあいのまちづくりパンフ

・ふれあいのまちづくり事業
　住民の参加と関係機関との連携のもと、住民相互の助け合いや交流の場を広げ、地域社会づくりを行う国庫補助事業。
・社会福祉大会
　小中学生の福祉の作文発表や福祉関係者の顕彰、福祉講演などとボランティア、団体、行政と連携しながらのイベント形式の福祉まつり。
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社協だより・ボランティアだより
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平成 15 年度 2003
事業の取り組み

平成 15 年
4 月

　

　　

11 月
平成 16 年

2 月

•ふれあいのまちづくり事業の拡大　
子育てサロンが始まる、パンフレットの発
行、福祉劇の公演
•障がい者支援費事業
デイサービス、ホームヘルプサービス（身
障・知的・児童）、児童デイサービス
•町内福祉施設にケアマネ職員を派遣

（15 ～ 16 年度）

•企業のボランティア体験教室

•ふれまち推進員、先進地菰野町社協を視
察する

社会・福祉の動き

•支援費制度施行　身体・知的障害者への福
祉サービスが措置制度から契約制度に移行
•サラリーマン医療費3割負担
•出生率 1.29
•今年の漢字「虎」

オレオレ詐欺
年収 300 万円

オンリー・ワン

流行語・流行したもの

ふれあいのまちづくり 相談パンフ
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ボランティアだより
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平成 16 年度 2004
事業の取り組み

平成 16 年
4 月

6 月

10 月

11 月

平成 17 年
2 月

•心配ごと相談日が、毎月 1 日・15 日か
ら 10 日・20 日・30 日に変更となる

•民生・児童委員が、沖縄県旧玉城村を視察

•福祉住民意識調査を実施
•ホームページ開設
•台風 21 号豪雨災害（9/29）、旧海山町
へ災害救護ボランティアとして職員 2 人を
派遣する
•スペシャルオリンピックトーチランに協力

•第 3 回玉城町社会福祉大会
～ 20 周年記念～（一刀彫、子どもミュー
ジカル、20 周年特別表彰　等）

•「*いきいきサロン栄町」開設
•ふれまち推進員、滋賀県日野町社協を視察

社会・福祉の動き

•高年齢者雇用安定法改正　65 歳までの雇
用確保措置を義務化
•障害者基本法改正　都道府県と市町村に障
害者計画策定の義務化
•平均寿命（男 78.36 歳、女 85.33 歳）
•アテネ五輪
•新潟県中越地震（7 月）
•スマトラ沖地震（12 月）
•今年の漢字「災」

鳥インフルエンザ
新規参入

サプライズ
チョー気持ちいい

流行語・流行したもの

たより「サロン栄町」創刊号

福祉のまちづくり調査報告ダイジェスト版

フクロウ一刀彫「ふくしの町玉城町」
字：中瀬信一会長

デザイン/総仕上げ：中村勝巳氏（蚊野）

・いきいきサロン栄町
閉じこもりがちな高齢者と民生委員など地域住民が、自宅から歩いて
行ける場所で気軽に集い活動するサロン。
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社協だより
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平成 17 年度 2005
事業の取り組み

平成 17 年
4 月

5 月

11 月

平成 18 年
2 月

3 月

•デイサービスの定数を 30 人から 35 人
に変更

•「出前介護教室」開始

•社会福祉大会（町制 50 周年記念）
小中学生からの質問に答えます「福祉の一
問一答」
•玉城苑いきいきサロン開始
　
•職員研修会（ＡＥＤ講習）を実施

•一部改築工事終了により、新事務所が
1 ヶ所にまとまる
•ふれあいサロン開始

社会・福祉の動き

•高齢者虐待防止法制定
•個人情報保護法施行
•ＪＲ宝塚線脱線事故大惨事（4 月 25 日）
•今年の漢字「愛」
•トリノ冬季五輪で荒川静香が金
•特殊合計出生率 1.26 は過去最低

ノロウィルス
クールビズ

小泉チルドレン

流行語・流行したもの

玉城苑サロン・ふれあいサロン
お知らせチラシ
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社協だより
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平成 18 年度 2006
事業の取り組み

平成 18 年
4 月

6 月
　

8 月

10 月

11 月
平成 19 年

2 月

•福祉有償運送事業者指定を受け*移送
サービスを開始する　
•郵便局員が手紙配達時に声かけする

「*ほのぼの便」事業を開始

•ふれまち推進委員が伊賀市へ先進地視察
を実施

•高石ともやさんが「元気ですたまき」の
詞・曲の構想のため来町

•「*ちょこっと有償ボランティア」開始

•「子育て教育相談」開始

•「玉城まるっとコンサート」開催
たまきオリジナル体操（平岡令孝健康運動
士の振付・指導）と「元気ですたまき」歌の
披露

社会・福祉の動き

•障害者自立支援法施行　福祉サービスの一
元化。支援費制度を撤廃し利用者に応益負担
を課す（4 月）
•「特殊学級」を「特別支援学級」に改称、障
害児教育の学校種を「特別支援学校」に統一
•バリアフリー新法制定
•今年の漢字「命」

イナバウァー

流行語・流行したもの

「元気ですたまき」の歌詞、体操のパンフ

ちょこっと有償ボランティア

ＣＤ

・移送サービス　福祉有償運送。介護保険の要介護者や障がい者など、公共交通機関の利用が困難な人が利用できる。
・ほのぼの便　郵便局員さんが手紙の配達と一緒に、独居高齢者の方へ声かけする。
・ちょこっと有償ボランティア　ちょっとした困りごとを低料金でお手伝いするボランティア。（布団干し、ゴミだしなど）
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社協だより
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平成 19 年度 2007
事業の取り組み

平成 19 年
10 月

12 月

平成 20 年
2 月

3 月

•地域福祉教育推進事業受託（19 ～ 21 年度）

•*元気ですたまき体操が、町民体育祭の
準備体操に採用される

•福祉協力員制度始まる
（民生委員 OB 15 人を委嘱  3 か年）

•お風呂サロン始まる

•福祉用具事業所を廃止する

社会・福祉の動き

•能登半島で大地震（3 月）
•郵政民営化（10 月）
•「赤福」製造日偽装発覚
•名古屋コーチン偽装発覚
•今年の漢字「偽」

ＫＹ（空気がよめない）
どげんかせんといかん

流行語・流行したもの

福祉協力員に関する資料（規程）

お風呂サロンの要綱

・元気ですたまき体操
　元気で活気溢れるふれあいの町づくりを目指し、町独自のオリジナル体操を作成。保育所やサロンなどで幅広く活用されている。
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社協だより
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平成 20 年度 2008
事業の取り組み

平成 20 年
4 月

5 月

7 月

9 月

11 月

•ことぶき人材センターから*シルバー人
材センターに名称変更
•町内福祉施設にケアマネ職員を派遣

（20 ～ 21 年度）

•地域福祉教育推進事業「元気ですたまき委
員会」（2 か年）が発足、委員に 13 人を委嘱

•今年度から、社会福祉大会は、「元気で
すたまきまつり」（7/13）と「社会福祉大会」

（2/11）に分割して開催

•社協理事研修会で、健康体操「伊賀市忍
にん体操」と「元気ですたまき体操」とが
交流する

•民生委員が石川県輪島市民児協を視察
「災害時取り組みについて」（5 ～ 6 日）
•皇太子殿下行啓（14 日）　　
•社協理事と元気ですたまき委員が、神戸
市北須磨団地を視察研修（29 日）

社会・福祉の動き

•後期高齢者医療制度開始
•北京五輪（8/8～ 24）
•派遣切り問題
•日比谷公園に「年越し派遣村」が設置
•今年の漢字「変」

名ばかり管理職
消えた年金

リーマンショック

流行語・流行したもの

理事・元気ですたまき委員の合同研修
の様子（神戸市北須磨の資料）

・シルバー人材センター
　60 歳以上の町民が働くことを通じて生きがいを得、地域社会の活性化に貢献する組織。（ことぶき人材センターから名称変更）
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社協だより
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平成 21 年度 2009
事業の取り組み

平成 21 年
6、７月

8 月

9 月

11 月

平成 22 年
1 月

2 月

• 民 生 児 童 委 員 協 議 会 が、 災 害 タ ウ ン
ウォッチングとマップ作り研修会を行う

•第 1 回*語り継ごう戦争体験を開催（福
祉体験教室と合同開催）

• 4 校区で地域福祉座談会を開催する

•*オンデマンドバスの実証実験始める
•東京大学 大和教授を迎えて、「*元気バ
ス」セレモニーを行う（11/4）

•あいさつ運動を始める
「*あいさつ人」登録の受付
•職員業務改善の一環として、「言葉づか
い・あいさつ」の取り組み強化

•「元気バス」の住民説明会実施

社会・福祉の動き

•裁判員制度スタート（5 月）
•衆院選で民主党勝利、政権交代へ
•今年の漢字「新」
•バンクーバー冬季五輪

千円高速
事業仕分け

政権交代

流行語・流行したもの

「私たちの戦争体験」遺族会

地域座談会　田丸

地域座談会　有田

語り継ごう戦争体験　風化されつつある戦争の悲惨さや苦しみ等の体験を次世代へと語り継いでいく。
オンデマンドバス　利用者の要求に対応して運行する形態のバス。
元気バス　オンデマンド方式による乗合バスで愛称を「元気バス」という。決まった路線はなく事前に電話等で予約、町内を隈なく走る。
あいさつ人　個人・団体・企業・グループなど、あいさつ強化デーに缶バッジをつけて取り組む人たち。社協へ登録する。
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社協だより
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平成 22 年度 2010
事業の取り組み

平成 22 年
4 月

8 月

11 月

12 月
平成 23 年

2 月

3 月

•地域福祉教育推進事業　町単独事業として継続
第２期「元気ですたまき委員会」（2 か年）
発足　16 人を委嘱
•元気バスの運行（インターネット・携帯
電話予約システム運用）

•*あいさつ強化デー　保育所を追加する

•独居者アンケート（給食サービス見直し）
の実施
•元気バス３台目を運行

•福祉バスの廃止（小俣図書館を除く）

•一人暮らしの方の「*ぴんの会」を開催

•「夢工房たまき」生活介護事業所移行に
向けての研修会開始
•東日本大震災（3/11）義援金・物資の受
付開始

社会・福祉の動き

•子ども手当制度施行
•高速道路無料化社会実験（6/28 ～）
•高齢者の住所不明多数発覚
•今年の漢字（暑）
•東日本大震災（3/11）

ツイッター
３Ｄ

イクメン
いい質問ですねぇ

流行語・流行したもの

ぴんの会チラシ

・あいさつ強化デー　毎月第 3 火曜日、駅・保育所・小中学校で民生委員やあいさつ人が町民と共にあいさつの強化取り組みを行う。
・ぴんの会　ひとり暮らし同士が集まり語り合い、支え合う関係づくりを築く会。
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社協だより
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平成 23 年度 2011
事業の取り組み

平成 23 年
5 月

6 月

9 月

10 月

平成 24 年
2 月

•東日本大震災被災地岩手県大槌町へ職員
を派遣（5/15 ～ 5/22）

•「元気ですたまきまつり」は、関係諸団体
を中心とした実行委員会を結成し拡充を図る　

•共同募金配分事業により、保健・福祉会
館に防災倉庫を設置
•台風 12 号紀伊半島豪雨被災地（熊野市）へ
ボランティアコーデュネーター職員を派遣

•台風 12 号紀伊半島豪雨被災地（紀宝町）
へ災害支援ボランティアを派遣
•社協理事、障がい者施設を視察研修

•小規模授産施設「夢工房たまき」が、生
活介護事業所へ移行

社会・福祉の動き

•障害者虐待防止法制定
•サッカー女子Ｗ杯なでしこジャパン世界一
•日本総人口１億 2535 万人（減少に）
•今年の漢字「絆」

がんばろう日本
風評被害

なでしこジャパン

流行語・流行したもの
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平成 24 年度 2012
事業の取り組み

平成 24 年
4 月

9 月

10 月

12 月

平成 25 年
3 月

•防災・災害ボランティア発足
•*給食サービスの有料化
•*安心配達事業（見守り活動）の立ち上げ
•地域福祉教育推進事業
第 3 期「元気ですたまき委員会」（3 か年）　
発足　13 人を委嘱
玉城町*地域ふくし力向上計画策定（24～26年度）

•「全国ボランティアフェスティバルみえ」
にボランティア、職員が多数参加

•お楽しみ昼食会が、中心型から地域型へ
移行（*楽笑会）

•歳末安否確認事業「歳末おせち」が
「*歳末まごころ弁当」に名称変更

•*桜ウォーキングの開催

社会・福祉の動き

•生活保護不正受給問題
•東京スカイツリー開業（5 月）
•ロンドン五輪（7/2 ～ 8/12）
•今年の漢字「金」
•衆院選挙で自民党圧勝、民主党大敗

どや顔

流行語・流行したもの

「楽笑会 in 下外城田」へのお誘いパンフ

「地域ふくし力向上計画」パンフ

・給食サービス　月 2 回独居高齢者に、ボランティアによる手作り弁当を配達するサービス。
・安心配達事業　給食サービスの弁当配達時に、ボランティアが声かけと見守り活動を行い状況変化を確認する。
・楽笑会　学校区内の独居高齢者と小学生が集う世代を越えた交流事業。
・地域ふくし力向上計画　地域のコミュニケーションアップとふくしへの関心を高め、共に支え合うまちづくりを目指す計画。
・歳末まごころ弁当　12 月 30 日、独居高齢者宅へ民生委員が弁当を届ける見守り活動。歳末募金を原資として実施。
・桜ウォーキング　住民同士のコミュニケーションアップを目的にウォーキング大会を実施。
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平成 25 年度 2013
事業の取り組み

平成 25 年
6 月

7 月

9 月

12 月
平成 26 年

2 月

•「元気ですたまきまつり」いきいきアン
ケートを実施

•要援護者*防災啓発グッズ「備えトコ」を配布

•「*福祉を支える勉強会」　障がい者支援
に関する講演と障がい当事者、家族、施設
職員によるてい談を実施
•「美し国おこし・三重」に「*おせっ kai
たまき」を登録

•婚活事業（クリスマスイベントセミナー）開催

•「バルーンアート」ボランティア養成講
座開催

社会・福祉の動き

•障害者総合支援法施行（4 月）
•子ども手当の名称が児童手当に戻る
•障害者雇用促進法改正
•生活困窮者自立支援法制定
•今年の漢字「輪」

アベノミクス　
いつやるの？ 今でしょ

倍返し　
じぇじぇじぇ

お・も・て・な・し

流行語・流行したもの

婚活事業おせっkaiたまきのチラシ

スリッパ、ホイッスル、えいようかん
が入った備えトコグッズ

・防災啓発グッズ「備えトコ」　要援護者の災害意識へのきっかけ用品。枕元に備える。
・ふくしを支える勉強会　地域で支え合う活動に向けて担い手のスキルアップを目的とした勉強会。
・おせっ kaiたまき　若者の出会いから定住を目的とした婚活イベント実施に向け、おせっかいさんが組織し、県に登録。
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平成 26 年度 2014
事業の取り組み

平成 26 年
10 月

11 月

12 月

平成 27 年
2 月

•「地域福祉座談会」を玉城中学校で開催
•町民体育祭にフォークダンス競技を企画
•楽笑会　外城田地区・有田地区で開催

•楽笑会　下外城田地区で開催
•熊野古道ふれあいウォーキング開催
•「*おもちゃドクター」ボランティア養成
講座開催

•障がい者運動会
「*たまリンピック 2014」開催

•「玉城おもちゃ病院」開業
•*相談支援事業所「みらい」開設
•社会福祉大会～ 30 周年記念～

「元気ですたまきコンサート」
高石ともやさんライブ（2/11）

社会・福祉の動き

•認定社会福祉士制度開始
•消費税 8％
•平均寿命（男 80.21 歳、女 86.61 歳）
•御嶽山噴火（9 月）
•今年の漢字「税」
• STAP 細胞騒動

レジェンド
集団的自衛権

流行語・流行したもの

元気ですたまきコンサート

ウォーキンング

・おもちゃドクター　壊れたおもちゃを直すボランティア。ボランティア養成講座の受講生が病院を開設。
・たまリンピック　障がい者週間に合わせて実施する障がい者のミニ運動会。
・相談支援事業所「みらい」　障がい児者の相談とサービス計画の調整を行う事業所。
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平成9年	 はっぴぃサークルで水鉄砲作り

平成9年	 はっぴぃサークルスタッフと明野高校生ボランティア

平成9年	 南志社会福祉大会参列者

平成9年	 はっぴぃ夕涼み会 ボウリングを楽しむ

平成9年	 体験教室 デイサービス利用者と魚釣りゲーム

平成 9年
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平成11年	 ボランティアセンター野外活動取組①

平成11年	 有田小（5・6年生）体験教室

平成11年	 ボランティアセンター野外活動取組②

平成10年	 かんぽ支援事業 在宅介護教室平成10年	 体験教室 アイマスクして食事体験

平成 10年～ 11年
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平成14年	 理事研修

平成 12年～ 14年

平成12年	 お楽しみ会

平成14年	 絵本の読み語り  はなはな  おはなし会

平成14年	 ボランティア  車いすダンス

平成13年	 お茶のおもてなしボランティア  和敬会

平成13年	 第一回ボランティアまつり
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平成16年	 社会福祉大会（20周年記念大会）

平成16年	 社会福祉大会  一刀彫平成16年	 社会福祉大会  民生委員による竹馬コーナー

平成17年	 作業する  ことぶき人材センター会員平成17年	 栄町サロン

平成 16年～ 17年
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平成20年　　理事・元気ですたまき委員合同視察研修（神戸市北須磨にて）

平成18年	 身体障害者福祉会  つどい

平成18年	 ほのぼの便平成18年	 ちょこっと有償ボランティア

平成 18年～ 20年
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平成21年　　　  あいさつ強化デー②
　　　　　　　　  ヘルメットにシンボルステッカーを装着

平成21年	 あいさつ強化デー①

平成22年	 ホッとサークル（ヨガ）平成22年	 町民体育祭で共同募金活動（体験教室）

平成22年	 語りつごう戦争体験

平成21年　　町内障がい施設利用者と
　　　　　　ボランティアによる美化交流活動

平成 21年～ 22年
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平成22年	 ぴんの会平成22年	 元気バス

平成24年	 しあわせハイタッチ

平成24年	 ふくし協力校（田丸小）

平成24年	 バルーンボランティア（養成講座）平成24年	 楽笑会（下外城田地区）

平成 22年～ 24年
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平成26年　　	地域福祉座談会  グループワーク（玉城中学校にて）

平成26年	 民生委員・福祉協力員合同研修

平成26年	 たまリンピック平成26年	 しあわせウォーキング

平成25年	 ボランティアによる花いっぱい運動平成25年	 ふくしを支える勉強会

平成 25年～ 26年
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平成 12 年度
たまきボランティアまつり

平成 13 年度
たまきボランティアまつり

2001.03

2001.11

主な内容

主な内容

•講演「みんなで一緒にボランティア」
　講師：泰道詞子氏
•豆の木グループコンサート
•よさこいソーラン節を踊ろう！
•いろいろ介護コーナー
•わくわく体験コーナー

•玉城中学校吹奏楽演奏
•人形劇「どむならん」
•スタンプラリー
•よさこいソーラン節を踊ろう！
•マジックショー
•ドキドキ体験コーナー
•なるほど展示コーナー
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平成 14 年度
第 1 回 玉城町社会福祉大会 2003.02

テーマ

主な内容

表彰・感謝

りゅう 　ほう

福祉の作文  特選者

「みんなでふれあいのまちづくり」

•福祉講演会　講師：RUFOさん
　演題「楽しい人生　笑いが一番」
•福祉の作文表彰、朗読
•福祉功労者表彰
•玉城中学校吹奏楽
•車椅子社交ダンス

表　彰
社会福祉協議会役職員
　杉本　　彊　　　中村　勝臣
　広瀬　哲司　　　永富　陽三
民生委員児童委員
　藤川　　浩　　　岩﨑　廣美
福祉団体
　玉城おはなしキャラバン
　ボランティア玉城
　玉城町虹の会
感　謝
　浦　千恵子　　　中西　和子
　松岡　清幸
　（株）玉城
　京セラミタ（株）
　三和測量設計（株）
　玉城工場松下電工労働組合伊勢支部

　里中　桃子（外城田小学校 5 年）
　　「弘樹苑に行って」
　西川　裕子（玉城中学校 1 年）
　　「一緒に楽しもう」
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平成 15 年度
第 2 回 玉城町福祉と健康のつどい 2003.11

主な内容

表彰・感謝

福祉の作文  特選者

•ボランティア劇団 ダイコン一座公演
　「松阪の城下に来て見てな」
•福祉の作文表彰、朗読
•福祉功労者表彰
•玉城中学校吹奏楽
•相談コーナー
•体験コーナー

表　彰
民生委員児童委員
　青木　利夫
福祉施設役職員
　杉本　美代（末芳園）
　中瀬　礼子（保育所）
福祉団体
　吉田　はつゑ（遺族会）
　田丸小学校（福祉協力校）
感　謝
　西川　恒夫
　下外城田小学校
　外城田保育所
　京セラミタ（株）玉城工場

　山口　拓郎（下外城田小学校 6 年）
　　「弟とぼく」
　出口　有美帆（玉城中学校 3 年）
　　「私の手から始まる広がり」
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平成 16 年度
第３回 玉城町社会福祉大会 ～２０周年記念～ 2004.11

主な内容

表彰・感謝

福祉の作文  特選者

•20周年記念【一刀彫】
•子どもミュージカル ～ナカマン島漂流記～
•福祉の作文発表
•福祉功労者表彰　20 周年特別表彰
•玉城中学校吹奏楽

表　彰
社会福祉協議会役職員
　松田　隆生
民生委員児童委員
　高山　納子
福祉施設役職員
　堀川　美子（保育所）
福祉団体
　玉城たんぽぽ（ボランティア）
　有田小学校　（福祉協力校）
社会福祉協議会職員
　西村　祐子　　　藤村　卓紀
感　謝
　JA 伊勢玉城支店
　ミマス労働組合
　百五銀行（株）田丸支店
　虹の会・ボランティア玉城
　田丸保育所
20 周年特別表彰
　乙部　昭二　　　大西　道子
　竹内　茂子　　　井上　傳吉
　松田　春美　　　辻井　喜郎
　高藪　勝之　　　浦　千恵子
　障害者施設末芳園
　皇學館大学たんぽぽ
　三和測量設計（株）
　トライス（株）
　京セラミタ ( 株）玉城工場
　介護老人福祉施設はなのその

　大司　彩花（有田小学校 6 年）
　　「心のバリアフリー」
　斎藤　真奈（玉城中学校 2 年）
　　「祖母に教えてもらった事」
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平成 17 年度
第 4 回 玉城町社会福祉大会 2005.11

主な内容

表彰・感謝

福祉の作文  特選者

福祉の川柳  特選者

•健康づくり講演会
　「今日も元気　明日も元気」
　講師　平岡令孝氏
•福祉の一問一答
•福祉の作文表彰、朗読
•福祉の川柳表彰
•福祉功労者表彰
•玉城中学校吹奏楽演奏
•体験・参加コーナー

表　彰
民生委員児童委員
　小嶋　正雄
福祉施設役職員
　山口　加代子（保育所）
福祉団体
　和敬会（ボランティア）
　外城田小学校　（福祉協力校）
社会福祉協議会職員
　北岡　知佐子
感　謝
　玉城健康教室　川崎　昌郎
　浦ちえこ歌謡教室
　下外城田保育所

　八木　清香（下外城田小学校 5 年）
　　「わかばの子と交流して」
　下村　佳那（玉城中学校 3 年）
　　「子ども達から学んだ事」

　島田　雅志（下外城田小学校 5 年）
　山出　健二（一般の部）

テーマ

「環境」
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平成 18 年度
第 5 回 玉城町社会福祉大会

まるっとコンサート（2007.02）

2006.11

主な内容

主な内容

表彰・感謝
福祉の作文  特選者

福祉の標語  特選者

福祉の川柳  特選者

•玉城中学校吹奏楽演奏
•福祉の標語、川柳表彰
•福祉の作文表彰、朗読
•チャリィティーバザー
•ふれあい発表会 ボランティアグループ

歌と体操お披露目
第一部　歌とトークショー
　　　　高石ともや氏　平岡令孝氏
第二部　玉城町オリジナル健康体操披露

表　彰
民生委員児童委員
　田中　　敬
福祉施設役職員
　西井　芳子（保育所）
福祉団体
　下外城田小学校（福祉協力校）
福祉事業協助者
　美和ロック（株）玉城工場
　日置　文章　　　奥田　　豊
社会福祉協議会職員
　松田　幸子　　　天白　千草
感　謝
　玉城健康教室
　有田保育所

　瀧本　和輝（外城田小学校 4 年）
　　「福祉について」
　野口　紋奈（玉城中学校 3 年）
　　「福祉体験をして」

　湯本　　遥（下外城田小学校 6 年）
　森田　紅李（玉城中学校１年）

　田畑　由佳里（一般の部）

テーマ

「ふれて 感じて　みんなの福祉」
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平成 19 年度
第 6 回「元気です たまき」まつり 2008.02

主な内容

福祉の作文  特選者

福祉の川柳  特選者

•福祉の作文表彰、朗読
•福祉協力校、自治区、町内企業の環境活動
　取り組み発表
•平岡令孝氏トークショー
•玉城中学校吹奏楽演奏

　奥藤　達万（下外城田小学校 6 年）
　　「ぼくのばあちゃん」
　荻田　彩花（玉城中学校 3 年）
　　「窓の外の光景が」

　島田　雅志（下外城田小学校 5 年）
　山出　健二（一般の部）

テーマ

「環境の取り組みから地域づくりへ」
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平成 20 年度
「元気です たまき」まつり 2008.07

主な内容

表彰・感謝

福祉の作文  特選者

•特定健診の啓発
•メタボリックの予防について
•平岡令孝氏健康講話とストレッチ教室
•玉城中学校吹奏楽演奏
•京セラ・相可高校取組発表

表　彰
民生委員児童委員
　阪本　満治　　　藤川　幸子
福祉施設役職員
　井上　順子（宮の里ミタスメモリアルホーム）
福祉団体
　玉城中学校　（福祉協力校）
社会福祉協議会職員
　加藤　良枝
感　謝
　玉城健康教室一同
　京セラミタ（株）玉城工場
　大喜多　逸子

　八木　隆貴（下外城田小学校 6 年）
　　「教えてもらったこと」
　福本　悠太（玉城中学校 2 年）
　　「僕のお父さん」

テーマ

「健康と福祉」

第 7 回 玉城町社会福祉大会（2009.02）

主な内容

•顕彰
•福祉の作文表彰
•田丸小学校　活動発表
•教育福祉コラボ事業
　「二胡」ふれあいコンサート
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平成 21 年度
第 8 回「元気です たまき」まつり 2009.11

主な内容

福祉の作文  特選者

•玉城中学校吹奏楽演奏
•下外城田小学校活動発表
•標語作文表彰
•玉入れ
•フリーマーケット

　小林　弥生（田丸小学校 6 年）
　　「私の弟」
　藤波　　遥（玉城中学校 2 年）
　　「私ができること」

福祉の標語

元気ですたまき委員会大賞
　村井　悠真（下外城田小学校 6 年）
　山口　正子（一般の部）
青少年を育てる会大賞
　下村　侑司（外城田小学校 5 年）
教育委員会大賞
　八木　清香（玉城中学校 3 年）

テーマ

「あいさつからつながろう」
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平成 22 年度
「元気です たまき」まつり 2010.06

主な内容

表彰・感謝

福祉の作文  特選者

•健康チェック
•糖尿病予防教室
•施設作品販売
•福祉用具展示
•参加コーナー

表　彰
社会福祉協議会役員
　小田　たづ子　　森田　露子
福祉団体
　花いっぱい運動（ボランティア）

　山本　彩羅（田丸小学校 6 年）
　　「みんな同じ」
　大谷　愛乃（玉城中学校 3 年）
　　「助け合い」

テーマ

テーマ

「自分の健康 みんなの幸せ 元気なたまき」

「地域と人のつながり」

主な内容

•玉城中学校吹奏楽演奏
•顕彰
•福祉の作文表彰
•外城田小学校活動発表
•講演会　「地域と人のつながり」
　講師：北須磨自治会長 西内勝太郎氏

福祉の標語

元気ですたまき委員会大賞
　中川　　玲（田丸小学校 3 年）
　下井　喜与松（一般の部）
青少年を育てる会大賞
　村瀬　もえか（外城田小学校 4 年）
教育委員会大賞
　松本　優実（玉城中学校 1 年）

第 9 回 玉城町社会福祉大会（2011.02）
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平成 23 年度
「元気です たまき」まつり 2011.06

主な内容

表彰・感謝

福祉の作文  特選者

•健康チェック
•笑みの市
•チャリティビンゴ
•福祉啓発コーナー

表　彰
社会福祉協議会役員
　西川　牧子
福祉施設役職員
　中田　恵子（保育所）
　口野　美智子（弘樹苑）
　中北　美弘（弘樹苑）
　鍋島　陽一郎（南勢ワーク）
ボランティア
　松田　春美
社会福祉協議会職員
　山本　厚子
感　謝
　辻村　吉蔵　　　玉城町母子寡婦福祉会

　若宮　慎朔（田丸小学校 6 年）
　　「祖母と僕」
　山辺　亮太（玉城中学校 2 年）
　　「社会福祉について考える」

テーマ

「元気がつながるたまき～ひとりからみんなへ～」

主な内容

•顕彰　　　•玉城中学校活動発表
•福祉の作文表彰
•講演　露の新治さんの笑いあり涙あり
　元気の出る落語

福祉の標語

元気ですたまき委員会大賞
　山下　れゆ（有田小学校 1 年）
　下井　喜与松（一般の部）
青少年を育てる会大賞
　西岡　航成
　（有田小学校 6 年）
教育委員会大賞
　田所　彩加
　（玉城中学校 2 年）

第 10 回 玉城町社会福祉大会（2012.02）
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表彰・感謝

表　彰
福祉施設役職員
　北岡　妙子（保育所）
　内田　恵子（ケアハイツ玉城）
　見並　和子（南勢ワークセンター）
ボランティア
　山口　哲世
　はな♪はな♪おはなし会
社会福祉協議会職員
　奥山　善子
感　謝
　玉城健康教室
　京セラドキュメントソリューションズ（株）
　玉城町老人クラブ連合会女性部
　玉城中学校吹奏楽部

主な内容

•顕彰　　　•有田小学校活動発表
•福祉の作文表彰
•講演　鳥羽水族館名誉会長
　中村幸昭氏「自然から学ぶこと」

平成 24 年度
「元気です たまき」まつり 2012.06

主な内容

福祉の作文  特選者

•オープニング体操（玉城中学校吹奏楽演奏）
•福祉啓発コーナー　•健康づくりコーナー
•城山挨拶ウォーキング　•笑みの市

　井上　葉月（下外城田小学校 6 年）
　　「おばあちゃんの介護をして分かったこと」
　原　　柚生（玉城中学校 3 年）
　　「自分たちの役目」

テーマ

～元気がつながるたまき～

福祉の標語

元気ですたまき委員会大賞
　西村　美早紀（外城田小学校 3 年）
　松田　裕子（一般の部）
青少年を育てる会大賞
　栃本　　舞
　（田丸小学校 6 年）
教育委員会大賞
　飯島　あかり
　（玉城中学校 3 年）

第 11 回 玉城町社会福祉大会（2013.02）
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平成 25 年度
「元気です たまき」まつり 2013.06

主な内容

表彰・感謝

福祉の作文  特選者

•オープニング体操（玉城中学校吹奏楽）
•福祉啓発コーナー　　•チャリティビンゴ
•健康チェックコーナー　　•笑みの市

表　彰
福祉施設役職員
　守野　敦子（保育所）
　杉本　彊（末芳園）
ボランティア
　石橋　　清　　　玉城手話愛好会
　車椅子社交ダンス普及会玉城支部
社会福祉協議会職員
　井原　俊幸

　西村　莉侑（田丸小学校 5 年）
　　「人のために自分ができること」
　大世古　菜那（玉城中学校 3 年）
　　「大切な家族」

テーマ

愛言葉は「つながる」

主な内容

•顕彰　　•福祉の作文表彰
•田丸小学校活動発表
•長島りょうがんトーク＆ライブ
　「そっとやさしく～結から」

しあわせの一行詩

特　選
　塩野　幸希（田丸小学校 5 年）
　小野満　勇（一般の部）
元気ですたまき委員会賞
　岡田　華歩（下外城田小学校 6 年）　　　
　下村謙之助（一般の部）
健康しあわせ委員会賞
　山口　心里（下外城田小学校 4 年）
　山口　滿子（一般の部）

第 12 回 玉城町社会福祉大会（2014.02）
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表彰・感謝

表　彰
社会福祉協議会役職員
　久瀬　　正
民生委員児童委員
　尾上　利幸
福祉施設役職員
　森田　和枝
　（保育所）
ボランティア
　見並　里香
　マジックふらわぁ
権利擁護支援員
　北村　禮子
　高畑　友一
地域活動団体
　栄町サロン
社会福祉協議会職員
　松田　光代
感　謝
　京セラドキュメントソリューションズ（株）
　パナソニックデバイス労働組合伊勢支部
　カラオケ真心
　玉城町老人クラブ連合会
　玉城町母子寡婦福祉会
　岩﨑　廣美　　小野満　勇　　松田　春美

主な内容

•顕彰　　•福祉の作文表彰
•ライブ 高石ともやコンサート
　平岡令孝氏トーク

法人設立 30周年事業

しあわせの一行詩

特　選
　山口　心里（下外城田小学校 5 年）
　須崎　勝子（一般の部）
元気ですたまき委員会賞
　福原　佑太（田丸小学校 6 年）　　　
　太田　　完（一般の部）
健康しあわせ委員会賞
　藤原　実由（外城田小学校 6 年）
　飯島　千津（一般の部）

平成 26 年度
「元気です たまき」まつり 2014.06

主な内容

福祉の作文  特選者

•オープニング体操（玉城中学校吹奏楽）
•福祉啓発コーナー　　•餅つき
•健康チェックコーナー
•チャリティビンゴ　　•笑みの市　

　茂谷　珠希（下外城田小学校 4 年）
　　「福祉について」
　中西　夢佳（玉城中学校 3 年）
　　「心のバリアフリー」

テーマ

「みんなで広げようたまきの輪」

第 13 回 玉城町社会福祉大会（2015.02）
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福祉関係団体・ボランティア団体一覧
団　体　名 活　動　内　容

福
祉
関
係
団
体

民 生 児 童 委 員 協 議 会 厚生労働大臣より委嘱された地域の相談員。地域のつなぎ役として専門機関と協働し、要援護者を中心に
見守りなど支援を行っている。

福 祉 協 力 員 民生・児童委員を経験された方から社協会長が委嘱。民生・児童委員と連携しながら地域住民と共に福祉
のまちづくりを推進し、災害時の安否確認の協力などを行う。

老 人 ク ラ ブ 連 合 会 町内における各老人クラブ相互の親睦を深め、地域の福祉活動を推進して、老後をますます楽しく生きが
いのある明るい長寿社会づくりと高齢者福祉の向上を目的とした団体。

遺 族 会 出征して戦死した人の遺族（親、兄弟、妻、子）の集まり。戦没者への追悼のため慰霊祭への参加、また
会員の親睦と福祉の増進を図り、戦争を次の時代に語り継ぎ、恒久平和を目的とした団体。

身 体 障 害 者 福 祉 会 町内の身体障害者の方々が、積極的な社会参加と自立のため、さらには会員相互の親睦と福祉の増進を図
ることを目的とした団体。

母 子 寡 婦 福 祉 会 町内の母子家庭や寡婦の方など、同じ境遇の方々が集まり、支えあい励ましあいながら、様々な活動を通
して会員の福祉の増進を図ることを目的とした団体。

手 を つ な ぐ 親 の 会 障害のある子をもつ親の会。日頃の悩みの共有、情報交換、会員相互の親睦を図り、福祉の増進を図るこ
とを目的とした団体。

団　体　名 登録日 活　動　内　容 活　動　頻　度 主たる活動場所

 

玉
城
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体

ボ ラ ン テ ィ ア 玉 城 H3.2.25 町内イベントなどのお手伝い ケアハイツなど福祉
施設の行事など

保健福祉会館
ケアハイツ玉城ほか

玉 城 町 虹 の 会 H4.4.1 独居老人への給食サービスや ｢夢工房たまき｣ でのお手伝い。
町内施設、イベント時の支援や町内美化運動などを行っている。

給食サービス：月 2 回
夢工房たまき：
イベント・施設活動：随時

保健福祉会館
夢工房たまき

は な は な お は な し 会 H14.3.25 乳幼児期から絵本や紙芝居にふれ、楽しさを感じてもらうことに
よって、子供たちのより豊かな心づくりのお手伝いとなること。

毎月 第 3 木曜日・
水曜日

保健福祉会館
町内保育所

車椅子社交ダンス普及会
玉 城 支 部 H14.5.1 車椅子とその利用者への理解やダンスを通じてリハ

ビリを目的とし、町内の施設を訪問している。 施設訪問：随時 保健福祉会館ほか
町内外福祉施設

玉 城 手 話 愛 好 会　
( 休 止 中 ） H14.6.1 聴覚障害者と聴者の交流を通じて手話の習得、向上を目指すととも

に、手話の必要性や聴覚障害者の抱える諸問題の理解を求めて行く。 定例会：毎週木曜日 保健福祉会館

マ ジ ッ ク　 ふ ら わ ぁ H15.6.2 マジックを通して、多くの人と交流を深める。 定 例 会：月 1 回
地域活動：随時 保健福祉会館

す い す い キ ッ ズ
カ ラ フ ル ら い お ん H16.4.14 本や紙芝居の読み聞かせ等のイベントを通して子ど

もや子育て中の保護者同士の交流を図る。 子育てサロン月 1 回 保健福祉会館

さ く ら 小 町 H17.5.30 ダンスを通じて心身のリハビリテーションの実施。
入居者の人達との親睦と交流を深める。 月２回程度 保健福祉会館

福祉施設ほか

お 楽 し み 会 H19.8.1 高齢者が家に閉じこもりにならず、楽しく話し合い、
手芸や食事をみんなで一緒に楽しむ場の支援。 月 1 回 保健福祉会館

絵 手 紙 サ ー ク ル
ゆ ず り は 会 H19.9.10 独居老人が少しでも地域の中に社会参加できるような環境つくりに

役立つ事ができるように、絵手紙を書き送る。（社協事業への協力） 月 1 回 保健福祉会館

悠 ゆ う 塾 サ ポ ー タ ー H20.4.1 悠ゆう塾（行政事業）のサポーター活動。 週 1 回 保健福祉会館

玉 城 語 り 部 会 H20.5.19 町内観光ボランティアガイド、
歴史的文化財など深策、調査ほか。 随時 町内を中心に

サ ポ ー タ ー さ く ら H20.7.28 福祉施設の行事・外出支援、認知症及び家族の在宅
支援、認知症サポーター養成講座開催。 随時 町内を中心に

玉城町食生活改善推進協議会 H21.4.27 栄養、健康づくり講習会・保健事業への協力・栄養
改善大会への参加・健康体操など。

第 1 木曜日
毎週水曜日 保健福祉会館

青 色 回 転 灯 パ ト ロ ー ル H21 住民の安心・安全をより確かなものとするため、町
内をパトロールする。

毎月 第 1・第 3
月曜日・金曜日 町内を中心に

玉 城 町 商 工 会 女 性 部 H22.6.17 イベントボランティア（体操等） イベント開催時 町内を中心に

健 康 し あ わ せ 委 員 会 H24.4.1 健康づくりに関すること。 随時 町内を中心に

玉 城 町 民 生 委 員 協 議 会 H24.4.1 民生委員活動 随時 町内を中心に

防災・災害ボランティア H24.4.1 町内の防災啓発・災害支援活動 随時 町内を中心に

バ ル ー ン ボ ラ H26.4 バルーンアートで町内イベントを盛り上げる。また、
バルーンアートを通じて 随時 町内を中心に

玉 城 町 お も ち ゃ 病 院 H27.3 壊れたおもちゃを直すことで、子供たちに物を大切
にする気持ちを伝える。 第 2 土曜日 町内を中心に

平成 27 年 3 月 31 日現在
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玉城町社会福祉協議会組織図

年号（西暦） 人口 65 歳以上人口 高齢化率
昭和 60 年（1985） 12,141 1,531 12.6%
平成　2 年（1990） 12,348 1,740 14.1%
平成　7 年（1995） 13,313 2,244 16.9%
平成　9 年（1997） 13,838 2,344 16.9%
平成 10 年（1998） 14,076 2,412 17.1%
平成 11 年（1999） 14,316 2,488 17.4%
平成 12 年（2000） 14,468 2,581 17.8%
平成 13 年（2001） 14,551 2,638 18.1%
平成 14 年（2002） 14,658 2,730 18.6%
平成 15 年（2003） 14,859 2,819 19.0%
平成 16 年（2004） 14,967 2,882 19.3%
平成 17 年（2005） 14,987 2,952 19.7%
平成 18 年（2006） 15,034 3,058 20.3%
平成 19 年（2007） 15,134 3,143 20.8%
平成 20 年（2008） 15,205 3,210 21.1%
平成 21 年（2009） 15,286 3,278 21.4%
平成 22 年（2010） 15,362 3,376 22.0%
平成 23 年（2011） 15,402 3,362 21.8%
平成 24 年（2012） 15,367 3,435 22.4%
平成 25 年（2013） 15,516 3,555 22.9%
平成 26 年（2014） 15,689 3,711 23.7%

※昭和 60 年、平成 2 年、7 年は
国勢調査から、平成 9 年以降
は 3 月 31 日現在の住民基本
台帳による。
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